
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みんなが学び合う学校を創る 

【一学期終業式をむかえて】 

通学時の子どもたちの見守りをはじめ、学校の中に多く

の保護者・地域の皆さまが入っていただき、教職員の力と

融合することで、地域の宝である全ての子どもの命を守り

抜くことができました。ありがとうございました。 

 すべての大人が「みんなが学び合う第三小学校を創る」

当事者になれば、地域・保護者と学校の関係は、お願いを

する・されるのＧｉｖｅ&Ｔａｋｅの関係から、すべての子ども

のサポーターとして、子どもと地域の人が顔を知り、名前

を呼び合えるＷｉｎ－Ｗｉｎ－Ｗｉｎの関係に変わります。子

どもの周りにいる大人がいつも手をつないで笑っている。そして、気付いたらやり直す。そんな私たち

大人の行動を子どもたちは見て学んでいきます。地域の大人から「行ってらっしゃい」「おかえり」と声

を掛けられて育った子どもが大人になれば、同じように地域の子どもにして返し、自分たちの地域社

会を自分たちで創っていくのではないでしょうか。 

 

【つらいことを誰かに言える学校に】 

私たち大人もつらいこと、上手くいかないことがあって当たり前です。多くの子どもは自分の不安

を口に出して言えません。「つらいことは、自分でかかえなあかん。」と思っている子どももいます。自

分のつらさを他人と共有できたら、解決できなくても、学校で言えれば、つらいことは軽くなります。

「つらいことは誰かに言える」そんな学校に、子どもは居場所をもつことができます。すべての子ども

の居場所をつくるために、私たち大人が人の助けを活用する力をつける必要があります。自分の力が

足りないからではなく、その子どもの考えや自分とは異なる価値観を尊重できれば、自分一人の力で

は無理と判断できます。この人との違いを他者評価の視点で捉えると、上下がうまれます。人との違

いを対等にするためには、相手を尊重することから始まります。自分と違う相手から学ぶものは山ほ

どあります。 

そして、自分と違う考えが出された時は、「どうしてそう思うの？」と問いかけに変えれば、必ず言葉

と言葉が重なり合って、自分が思ってもみない豊かな言葉がうまれ、人と人とがつながっていきま

す。これが対話です。互いの多様性を認め、学び合うことは簡単なことではありませんが、主語を子ど

もに変え、目の前の子どもがどんな子どもに育ってほしいか考え、そのために自分はどんな大人でい

たらいいのかを考えていくと、答えはいつも目の前の子どもが持っていることに気づかされます。ま

た、その子どもの想いは他人にはわかりませんが、「自分やったら・・・」と想像することはできます。こ

の子どもが自分やったらと思い自分らしく行動できるかどうかで、その子どもの周りにいる環境がつ

くられます。子どもの周りの豊かな環境をつくるのが私たち大人の役割りだと考えます。 

校長 佐々木 淳平 

令和８年夏休み号 

〒618-0022 大阪府三島郡島本町桜井二丁目 25-1   TEL 075-962-2521 FAX 075-962-2522 
三小ホームページ 三小ブログ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4９回島本夏祭り 

【日時】 8 月１日（土） 17：00～ 

【場所】 島本第一中学校グラウンド 

第三小学校 PTA 役員さんと教職員で模擬店（かき氷店）を出店します。ぜひ、おこしください。 

 

 

日 曜 学校行事など ＰＴＡ・地域
下校時刻

(変更分)
日 曜 学校行事など ＰＴＡ・地域

1 土 島本夏祭り 1 火
SSW(AM) 1・3・5年ブラッシング

指導（2・3時間目）

2 日 2 水

3 月 3 木

4 火 4 金

5 水 5 土

6 木 貯水槽・高架水槽清掃（PM） 6 日

7 金 7 月
委員会④　岩永SC 放課後学びサ

ポート

8 土 8 火 地区児童会②　SSW(PM)

9 日 9 水

10 月 学校閉庁日 10 木

11 火 山の日　学校閉庁日 11 金

12 水 学校閉庁日 12 土

13 木 学校閉庁日 13 日

14 金 学校閉庁日 14 月 岩永SC　　  放課後学びサポート

15 土 学校閉庁日 15 火 SSW(AM)

16 日 学校閉庁日 16 水

17 月 17 木

18 火 18 金

19 水 19 土

20 木 20 日

21 金 21 月 敬老の日

22 土 22 火 国民の休日

23 日 23 水 秋分の日

24 月 24 木

25 火 始業式
全学年11：40頃

下校
25 金

26 水 短縮5限　給食開始 　Jアラート
全学年14：00す

ぎ下校
26 土

27 木 短縮５限
全学年14：00す

ぎ下校
27 日

28 金 短縮５限
全学年14：00す

ぎ下校
28 月

クラブ③　全校集会 　岩永SC　放課

後学びサポート

29 土 29 火 北谷SC　SSW（PM)

30 日 30 水

31 月 短縮5限
１年　　　１３：４５頃下校

２～6年　14：00すぎ下校

8月行事予定 9月行事予定

１年 １３：４５頃下校

２年～4年 14：30頃下校

5年～6年 15：25頃下校

１年 １３：４５頃下校

２年～３年 14：30頃下校

４年～6年 15：25頃下校



【お知らせ】 

夏休み作品展について 

今年度も、下記の日程で夏休み作品展を実施します。 

展示教室は、低学年・中学年・高学年ごとに異なりますので、ご確認ください。来校の際には、名札を着用し、

上履き・スリッパ等をご持参ください。よろしくお願いします。 

 

【実施期間】 8 月 27 日（木）28 日（金）３１日（月） 15：00～18：00 

【展示場所】 1・2 年 → 1F 図工室         3・4 年 → 3F 家庭科室  

5 年 → 3F 算数教室①        ６年 → 3F 算数教室② 

 

2 学期以降の主な行事 

10 月 1７日（土）   運動会  ※午前中のみ お弁当なし 12 時 30 分ごろ下校 

10 月 1８日（日）   運動会予備日➀     ※予備日➁ は 2０日（火） 

10 月 19 日（月）   代休 

11 月  ５日（木）～６（金）   修学旅行（6 年） 

11 月 14 日（土）   土曜参観 （3 限後下校） ※１６日（月）代休 

11 月 21 日（土）   PTA 三小まつり 

11 月 30 日（月）～12 月 4 日（金） 個人懇談 

 3 月 17 日（水）   卒業式 

 

※各行事の詳細については、2 学期以降にお知らせいたします。 

 

夏休みのコンクールについて 

令和８年度  JA 共済大阪府小・中学生 書道コンクール 

※JA 書道コンクールについては、学校からまとめて応募します。 

※応募の詳細については、右記の QR コードからご確認ください。 

※締め切り 8 月中 

 

〇その他のコンクールについては個人での応募をお願いします。 

 

 

夏休みの水泳指導について 

夏休みの水泳指導は行いません。今夏も暑さ指数が３１℃を超え、熱中症警戒アラートが出ることが予想され

ます。登下校をはじめ、子どもたちの安全を検討した結果、実施しないこととなっております。ご了承ください。 



【７月の学校の様子】 

PTA と民生委員児童委員との交流会 

民生委員児童委員協議会さんと第三小学校 PTA 交流会が開催されました。 

 交流会には、民生委員児童委員さん、PTA役員さん、地区補導委員・補佐さ

ん等、多くの方にご参加いただきました。協議会の方から民生委員児童委員さ

ん・主任児童委員さんの活動について説明していただいた後、各地区のグルー

プに分かれて意見交流をしました。 

 改めて、今回のように顔を合わせながら意見交流をすることの大切さと、学

校・地域・PTA・各関係機関等が連携しながら子どもたちの安全を見守ってい

く必要性と重要性を感じる有意義な交流会となりました。お忙しい中、当日ま

で調整、準備等してくださった地区補導委員長さん、お忙しい中ご参加いただ

いた皆様、ありがとうございました。 

 

 
 

ハンドベルコンサート 

７月２日、「アンサンブル・ママン」さんによるハンドベルコンサートが開催されま

した。美しいハンドベルの音色がランチルームに響きました。子どもたちは、その音

に合わせて歌を歌ったり、体を揺らしてリズムをとったりして、ハンドベルの世界に

浸りました。 

「アンサンブル・ママン」のみなさん、ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 

平和学習 

６月２２日（月）～７月 1０日（金）は、本校の平和週間でした。 

各学年で平和学習をしたり、折り鶴集会を実施したり、各学年の「平和の木」を完成させたり、様々な取組み

を実施しました。子どもたちが平和についてじっくりと考える３週間となりました。 

夏休みには、終戦記念日や原爆が投下された日である８月６日や 8 月９日もあり、戦争や平和について触れ

る機会も多くあります。ぜひ、ご家庭でもお子さんと平和についてお話をする時間を設けていただければと思い

ます。 

 
 
 


